
概　要
ロビンフッド®は特定外来生物クビアカツヤカミキリに高

い効果を示す殺虫剤である。
クビアカツヤカミキリの幼虫はサクラやモモ、ウメなどの

バラ科樹木の樹幹内を食害する。被害が著しい場合には食害
された樹木は衰弱し、枯れてしまう。現在、日本国内におい
て被害地域が拡大しており、本種の被害を食い止めるために
は、早期発見・早期防除が不可欠である。

ロビンフッド®は樹幹内の幼虫には食入孔にノズルを差し
込み噴射で、成虫には直接噴射により、効果的に防除できる
製品である。

製品概要

特　長
１．いつでもどこでも防除できるハンディタイプ
　携帯性に優れており、管理作業の合間でも気軽に防除でき

る。また、害虫に応じてノズル式と噴射式への切り替えが
可能な２ウェイノズルを採用。
２．接触毒で高い殺虫効果
　接触毒性に優れ、食入孔に潜む害虫にも高い効果を発揮。
３．低温時でも効果が安定
　春・秋などの低温時においても、安定した効果をもたらす。

さくらのクビアカツヤカミキリに対する防除効果

肥料・農薬

園芸用殺虫剤
ロビンフッド®
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上記のほかにも果樹類などに登録あり。詳しくは製品ラベルで確認のこと。
適用病害虫名欄の「カミキリムシ類」にはクビアカツヤカミキリを含む。

ロビンフッド®製品写真 ノズル式処理手順

適用害虫と使用方法（抜粋）

処理５日後には高い防除効果

2016年徳島県立農林水産総合技術支援センター

品種：ソメイヨシノ約20年生

区制：1区９～１５樹
発生状況：多発生

処理日：8月31日
処理方法：フラス（木くず、虫糞）が排出される孔（食入部）に

千枚通しを用いて孔を開け、そこにノズルを差し込み
５秒噴射した。

調査日：9月5日（処理5日後）
調査方法：各樹のフラス排出孔の下方にビニール袋を取付け、薬剤

噴射後にそのビニール袋内のフラスの有無を確認した。

※防除価 (補正値)：100 － ( (無処理区の処理前の調査全孔数×処理区の処理後のフラス排出孔数）

(処理区の処理前の調査全孔数×無処理区の処理後のフラス排出孔数）
×100)

※

作物名 適用病害虫 使用時期 使用方法 本剤の使用回数

樹木類
クビアカツヤカミキリ（さくら） 成虫発生初期

噴射

6回以内
ケムシ類、アブラムシ類、カミキリムシ類成虫

―
カミキリムシ類 樹幹・樹枝の食入孔に 

ノズルを差し込み噴射ばら ゴマダラカミキリ
花き類・観葉植物 アブラムシ類 噴射
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